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2004年９月全科を対象にNSTを発足させてから、４
年が経過しました。この間214名のNST依頼があり、わ
れわれ栄養サポートチーム（NST）による栄養学的介入
をさせていただきました。2008年は過去最高となる67
名の依頼があり、計48回、延べ687名のNST回診を行
いました。医師、看護師、栄養士、薬剤師、臨床検査技
師、リハビリ科療法士からなるNSTコアスタッフを中
心に毎週月曜日に回診を行っています。また、本年は
NSTマニュアルを発刊し、セクション毎にNST勉強会
でマニュアルの説明会をするとともに、同マニュアルを
院内ポータル上にアップしていつでも閲覧可能としまし
た。NST発足以来継続してきたNST勉強会とNST通
信の発刊はそれぞれ第40回、第20号をむかえました。
今回はじめて、NST業務活動報告として、ここに報告
させていただきます。また、日本静脈経腸栄養学会（全
国学会および地方会）をはじめとして各種学会発表も積
極的に行ってきましたので、本誌の業績集にもはじめて
NSTとして掲載させて頂くこととしました。
日本静脈経腸栄養学会認定のNST専門療法士とし
て、NST専門栄養士川畑盟子に加えて、2008年はあらた
に２名のNST専門療法士（NST専門臨床検査技師とし
て河原林治朗、NST専門薬剤師として水谷一寿）が当院
に誕生しました。さらに2008年度試験において南２病棟
主査古内久美子がNST専門看護師に合格していますの
で、各職種のNST専門療法士が誕生したことになりま
す。合格率60％の難関を突破して専門療法士が当院から
４名も誕生したことは、われわれの誇りでもあり、あら
ためてここに報告致します。
⑴NST 介入の記録
①NST新規依頼患者数（図１、図２、図３）
②NST回診の記録（図４、図５）
⑵NST マニュアル
(栄養管理マニュアル）の発刊
①経鼻胃管マニュアル
② PEGマニュアル
③ CVC管理マニュアル
④静脈栄養剤＆経腸栄養剤
⑤経管における薬の与薬マニュアル
⑥嚥下訓練マニュアル
⑦付録
⑴口腔ケア 実践テクニック
⑵ PEGの指導パンフレット
⑶静脈栄養剤一覧
⑷経腸栄養剤一覧
⑸薬剤の簡易懸濁法可否一覧
⑹経腸栄養器材の消毒
１ 年度別新規依頼患者数推移（総
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⑶NST 勉強会の記録
①２月12日 第34回「静脈栄養剤＆経腸栄養剤」
薬局 水谷一寿
②３月11日 第35回「続・静脈栄養剤＆経腸栄養剤」
薬局 水谷一寿
③４月22日 第36回「栄養管理における当院の問題点
～NST発足４年間を振り返って～」
外科 佐々木賢一
④６月３日 第37回「嚥下訓練マニュアル」
リハビリ科 村井誠
⑤７月15日 第38回「経腸栄養法の実際～投与方法と
トラブル発生時の対応」 食事療養係 川畑盟子
⑥９月19日 第39回「摂食機能療法取得のための早わ
かり解説」
リハビリ科・村井誠、看護局・古内久美子、医事課・
川橋一公、食事療養係・川畑盟子
⑦12月９日 第40回「肝硬変患者の栄養管理と分岐鎖
アミノ酸」 味の素ファルマ 齋藤實
⑷NST 通信「NST のイロハ」の記録
①第16号（２月）特集「NSTマニュアル第三弾：CVC
マニュアル」
②第17号（４月）特集「NSTマニュアル第四弾：静脈
栄養剤＆経腸栄養剤」
③第18号（５月）特集「NSTマニュアル第四弾付録：
Ｑ＆Ａ、PPNと TPN」
④第19号（７月）特集「NSTマニュアル第五弾：摂食・
嚥下マニュアル」
⑤第20号（８月）臨時増刊「NSTアンケート報告」
図５ 2008年月別NST 回診回数（総回診数48回)図４ 2008年月別NST 回診人数（延べ人数687名)
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